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We analyzed the residence distribution and the traffic volume of people before and after the typhoon 
10 attacked in the various regions in Hokkaido using the two traffic big data. By analyzing using 
mobile spatial statistics, we confirmed the variation of the population of residents by Typhoon No. 10 
for each municipality. In the analysis using Konzatsu Tokei, we have grasped geographically the 
decrease in the traffic volume in the road closing section and the traffic volume on the alternative road. 
By using such traffic big data, it was possible to show the possibility of utilization for regional 
disaster prevention and disaster risk management. 
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                                （出典：北海道開発局） 
図 1 台風 10号等による通行止め区間 
台風 10号被害が道路交通ネットワーク流に与えた影響に関する調査 




































4 台風 10号襲来による滞在人口および交通量 
の変化 
 










図 2 分析対象地域（65市町村） 
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あった 2016 年は、2015 年よりも全期間に渡って滞在
人口が少ない。2016年には、8月 17日から台風 7，11，
9 号が上陸しており、これらにより、8 月末の 10 号上
陸以前から滞在人口の減少が生じていたものと考えら
れる。したがって、台風 10号以前の動向も抑えるため、
同図に示す 3 つの期間 1，2，3 に区分・集計して、各
種の分析を行うこととした。 
対象期間 1～3について、それぞれ滞在人口の合計値
を算出し、2015 年に対する 2016 年の増減率（2016 年
値/2015年値）を求めた。図 4に期間 1と期間 2の滞在
人口増減率の関係、および期間 1 と期間 3 の滞在人口
増減率の関係を重ねて示す。横軸の期間 1（8/23～8/29）に着目すると、台風 7 号等の上陸もあったが、
増減率は±0.1 以内にあり大きな影響を受けた地域は少ないことがわかる。しかし、上川町に関しては、
期間 1 の増減率が 0.9 を下回り、期間 2，3 においても 0.9 と小さい。この早い時期からの滞在人口の減
少は、台風 10号以前に襲来した 7号等の影響により上川町にある三国峠が通行止めとなったことが原因







を図 5に示す。増加上位 5地域（図左側）では、特に、占冠村は、期間 2，3と滞在人口増減率が大きく、
南富良野町と同様の復旧人員、さらには道東道利用者により滞在人口が増えたものと考えられる。様似











































































































































































































間 1 では、台風 7 号襲来による三国峠通行止めのため、上川町は滞在人口の減少大きい。期間 2 では、
上述したように、狩勝峠や日勝峠が通る清水町、新得町で大きな減少が見え、期間 3 になるとこれらの
地域の減少が回復していることが確認できる。 
図 5 地域別の滞在人口変動 
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北海道開発局による調査結果を図 8 に示す。通常時では、両峠合計、道東道の分担率はおよそ 5 割で




図 6 滞在人口増減率の変化 
台風 10号被害が道路交通ネットワーク流に与えた影響に関する調査 






図 7 狩勝峠，日勝峠，迂回路の断面交通量 
図 8 対象 3断面の実際の交通量変化 
（出典：北海道開発局） 
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Hokkaido area was exposed to heavy rains in summer 2016 and several disasters occurred in several 
small communities. Such disasters left a huge amount of wastes in those areas. The disaster wastes in 
a small town was surveyed for those quantity and quality in order to evaluate a safe and 
environmental sound management of those wastes. As a result the total amount of the disaster wastes 
was about 1,000 tons and 49% of those wastes were directly disposed in a sanitary landfill though 
timbers or electrical appliances were recycled. Such high rate of direct disposal resulted from poor 
separated disaster wastes generated in an early stage of the disaster remediation. 
 














2. 1 現地調査について 
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c) 台風 10号以降：迂回路（道東道）通過車両 
図 9 設定断面通過車両の立ち寄り地分布 
b) 平常時：迂回路（道東道）通過車両 
a) 平常時：日勝峠通過車両 
